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が、ありうるだろうか IrnJまがJな継'l(の原mのような

ものは、すでにのべた原由により、イスラームのJレール

ではありえない。継J択の正自性1;1:、 (たとえ形式的であ

ろうと)イジュ?ー (ウン?との安い)によって主張さ

れるほかないのである。

これを、キリスト教的な二重の王国論 (~/ r谷)の俗

図と比較すると、興味ぶかし、。そこでは、任怠のJレーlレ

を正当化する権能をもっ宗教上の権威が、世俗社会の 「

外」に存在する‘イスラーム世界にはこのような、権威

の不動点1;1:欠けている。

したがって、カリフ位の継取は、イスラーム欽のr，t.J的
祝点からみれば、まったくのlj:¥.実問題と日央ずる。カリフ

位の存在が、イスラーム教のルーJレ環の事実性を象徴し

ていたと同じように、その継承は、 Iレールに拘束されな

い純然たる権力の時!刊の場、すなわち政治の領成として

[ 11イプン ・ハjレドゥ ーン(1332-[-106)の『歴史序 から。その実怒をre慢するのには、イブン・ハルドゥ -

~J を一読して街宰を受けた。なんと合程的な . 社会(科) ンのような二重のt見点がどうしても必'tf:である。

学的問神だろう s またなんと鋭い、直銭的洞察力だろう。 [3 1イスラームの運動を理念的に把濯するため、弘

その水準Lt.時代をはるかに抜きんでている! はく言語ゲーム〉論を援用してみた(別問近flJ) .その

これまで政治学の言説は、 キリス ト孜聞に恨ざす西欧 内容をかいつまんで紹介しよう。

的な政治侠f子告白明とするあまり、イスラーム教聞をは まず、イスラーム択を、 「;審判のいるゲーム」として、

じめとする非凶欧閣の政治分析が弱点となっていた。 こ

のぎは、そのことを如実に気づかせてくれ、政治 ・権力

の一役環論にむけて L、有益な示唆を与えてくれる。

r r[jぞ史序 ~il. J 1立、 m.めど L尽きぬ昔忽の源泉とみえる。

まずそれは、お市/田含(=砂浜)の生活形態を対比し

つつ比較社会 ・宗f{学を試みる点で. M.ヴェーパー(特

に r古代ユダヤf<J )の先駆とみなしうる。そのカリス

マ;合と L、符合するところが.t~、。また、アサビーヤ

(ωabîya: 注1!{.'~:~) を社会秩序7)形成原理とみなす点で、

デュルケームのFi治そ光Jt(リしている，さらに、 l蘭俗法

nlJや労働1面倒説の原彰をのべる点は.リカJレドの先行者

とら言えよう。ときに、 γインズ7)有効需要の原理に近

依するようにすらみえる。いっi;.'う、国家の主権者ーの惟

力を.if!-1';Jの域等から区別する(下りは、 1. オースティン

の学説を批判lするハー トの立論と十[1同である。…・・。

こうした掠訟を深追いするのも、楽しい作業だろうが、

ここでは、政治学的な関心lこ焦点を絞ることにする。イ

ブン ・ハJレドウーンはカリフ位を、どう論じたか?

[ 2 1 r~霊史序説J :ムカリフ位を、王慌のー特殊場

合とみる。また王f量を、部族的な連帯意議が自然に上向

.1Vliした佳、として摘<.すなわち、イ1スラームの正

統な形象を、世俗的 ・社会科学的法l!IJが.アサピーヤ→

王権→カリフ位のえiiに説明 しつくすかたちになっている。

こうした埋解は、今日のわれわれからみれば、しごく

妥当にうつるが、イスラームの正統とは相容れないもの

だa イスラーム興径の当初、アサビーヤ(部族主E帯)と

いえば、よからぬもの、イスラーム速iHJJによって克服す

べき bのとみなされた。イスラーム共同体(ウンマ)は、

それに先だっ部筏約な統合原理を融解させてしまうこと

をヱt'jとして、成立したのである。

イプン・ハルドゥーンはもちろん、こうーしたイスラー

ム段の尿路を知念している，(伎は7 ムルーク朝のカイロ

て六度む 7 リ7in民の大法官をつとめた。)しかしそ

の伎が同時に、イスラーム殺を客絞視する外的視点をも

わがLのとしている点に、価値がある。なぜならば、イ

スラーム運動は現実には、イスラーム的な bのと、たえ

ずそこに混入してくる非イスラーム的なものとの緊張と

角逐と怒ITをとお して、展開していくしかなかったのだ

一次近似する。そこ にはルール・ブック (=コーラン)

もそなわっており、ゲームのやり)]が十分明依に記述さ

れている。審判にはムハン7 ドが、ルール ・ブックによ

って指名されている。あとぷひとびとがこのゲームに修

実に内属すれば、そのJレール環(=ウン7) が円満に成

就するはずであった。このゲームに参加するひとびとは、

そのままiTf:刊の権戒を Ji<.認していることになる。かくし

て、ルールの解釈と適用がー表的に確定する!

さて、このゲームにおけるlit大の間組は、苦手相J=ムハ

ン7 ドが早々に不在とならざるをえないことである 3 そ

うなれば、いったん開始されたゲームの継続性が角かさ

れかねな了、、 ここから、法学者、ならびにカリフ(イ 7

ーム)という特有の形象がふたつ出現してくる。

カリフと l士、不在となったムハン7 ドのf¥)'gとなって、

ウン7 を外，澄し、続t.sすべき者である。ルールが-.{Jtに

篠乏し、その結果、ウン?は全一であるはずだから、カ

リフもまた地上に唯一でなければならない。また、ゲー

ムが「存t'lJの1&lil:J ゲームとなってしまわないために、

カリフは法学者と月IJの形象でなければならない。

正統派(スンナ派)を念頭に、 Lう少し考えよう。

[ 4 1コーランはイスラーム款のルールの完全な記述

であるとされるけれども、そこにカリフの規定は欠けて

いる。カリフij;、路定したルールE誌の存在を前徒にし、

すべてのルールE誌が遂行されることを担保する存在であ

るために、かえって.そのルーJレのなかでは直拷に規定

されることがなくなる形象なのだ。そこで、カリフの存

在を正統化し ようとすれば、明文ではない部分、すなわ

ち、イスラーム法学の原理(イスラーム共同体不可認の

法思)Iこ訴えざるをえない。カリフ{立の思念はこうして、

イジュ7 ー (合怠)を法減と してE定立したシャフィ ーイ

一流の法学によって、!i1打ち .hn1虫された。

カリフ位を創出したイジユ7 ーがあったとされるのは、

アブー リぐクルをJ盆出した、メディナでのイスラーム教

徒の集会である。このときの手続きや、カリフの殺務に

ついての窓忠一致が、のちl代行に伝化した。カリフlム

ウン?の本認と支持によって、その地位にある。

カリフが欠ければ、ふたたぴつぎのカリフを立てるこ

とになる。このとき、カリフ位継;j:(のルールというもの

発見されるのである。

[ 5 1カリフ(イ 7 ーム)位が正統に継承されたこと

を、i法理のうえから確認することは凶寄生である。このた

め、イジユ7 ーの分辺、 したがって宗派上の分岐が幾ilii

も生じた。 こうしてウン7 は亀裂にみまわれるが、これ

はあくまでも、ひとびとがイスラーム款の単一のノレール

環に内属しようとするかぎりで、その反作用として生じ

る現象であることに注意すべきだ。

さて、事実として、カ リフ位の創設や継Aえが、あるゲ

ームのなかで起こっていた、というニとはあ りうる。た

だしそのルールは、 イスラーム以前的なものであったた

め、イスラーム的言説によっては杭怪的に語れない。イ

プン ・ハル ドゥーンは、半ばイスラーム主主に外在するこ

とで、それをアサビーヤの名で誇りはじめたのだ。

イスラ ーム初期の政治的課題は、アラビア半島に散在

する諸部族を糾合する ことだったが、この状況は、イプ

ン・ハルドゥ ーンの北アフリカでの経裁と似通っていた。

彼は、アラビアの ロレンスよろしく、砂漠の諸部伎を術

策によって味方につけるのがうまかったらしし、。そうし

た経験の的み重ねから、イスラームの運動を育みもする

ような、人liii凡ji!i的な社会法ftlJをみとめたのである。

[ G 1ムハン7 ドがi生した当時、ウン7 は、役の属す

る部族集団{パヌー・クライシュ)を中技とする同志的

結合体にすぎなかった。同盟者も!自主付者も、別個のアサ7

ビーヤを実態とする、別個の部族集団である。{為煩言者

らが、彼らをt且議して、ウン71こ対抗するh'liえをみせた。

正統カリフたちは、これらf為政言者を全滅させ、イスラ

ーム教のルール環を、走Z部狭的なサイズにfJj;大すべく Js

関した。イプン ・ハJレドゥーンはこれを、王憶をめざし

てあらゆる部践的権力がたどる過程と、本質的に同一だ

と分析する。実際、カ リフ位は世銀化し、後代には王権

と異ならなくなる、と後はみる。

では、 カリフ位と王権のどこが異なるのか? 王権は、
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①お抜(I':ji.土，li?のfri.悶をおえ、いくつものアサビーヤを統

合する他力で、~在'd兄{m ・ 交 Ijt'~憾などの国家主:1mをもち、

③世}~によって王位を îiV，i;していくもの、にほかならな

い。現象的に[ムカリフ位L①~①に近似して L、〈。し

かしカリフ位は、 ①. 預言訴の宗f.{的カ リス?に後続し、

「宗教的宣伝」を利用した、通常よりはるかに強力なア

サピーヤに立脚し.③' 少なくとら当初Jはアサビーヤの

中核集団のfl'ii浮力を維持するように、継唱えされる。たと

えば、ムアウィーアのあとをヤジー ドが継し、だのは、世

襲ではなく、血統を通じてアサビーヤをよりよく計五待し

ょうとする方策とみるべきだ、という。

[ 7 1イブン・ハルドゥーンは、イスラーム世界カ政

治過程を.一般的な社会法日IJから終明しようと努力した。

結論は、ー径の周期説て・ある。

まず. /:1¥市/砂漠の対比。砂漠:;1:生活条件が殺しいの

でf皇居!な・注併がf1つ。迫，;!?に支えられた部族集団(ふよ

り大きな問権一一王1信一ー を求めて、 しのき'を作品。一

方、 m;市でl主連帯が~~ま り 、 強力-:...古f，族に fiE iiti されてし

まう。こうしてモ判カ'ulJ始されるが、それはほ，，..三位i¥:

のあいだに努力を弱め、 J大の王朝にI広告~i!る。 .. . . . 。 実

例も笠{~~な彼のIilf究(j:、当時のえ/レ 7 ン諸王伺興亡の後

初を!f.J維にとらえている。

イスラーム殺をゲームとしてとらえるとき.カリ 77)

形象だけは、そのJレールE誌の上をj平排するようにみえる s

法学の紡ぎだすルールはそれを、路定できなかった。む

しろ、法学の密かに抱える解釈の分岐のほうが、カリフ

は唯一との理念によって仰止されているのだ。

イプン ・ハルドウーン11、イスラーム以前的なゲーム

(アサピーヤ)を下敷きにする ことて¥カリフ位を権力

の形象として記述する途をひらいた。

伎の権力学説をひとくちに言えば、アサピーヤ一元論

である。権力の源泉は.連待君、議によって固く 結ばれた、

ひとびとの集団的威力にある。支配者はこのえJl得意議を

背景にして、当該集団の内外にJEt軍権を復るう。この集

団が他の集団をH!'呑し、あるいは下隠させる場合に、集

団的威力は拡大して、国家権力の水準にいたる。

彼は、権力が観念的な作用である ことを、よく思解し

ていた。 しかし、彼のアサビーヤはあま りにも実体的で

ある。それを成立させる微細なメカニズム、法と権力と

の関係、さらには都市型権力などについては、まったく触

れられていないと言っていい。それはそっくりそのまま、

われわれの課題である。
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